筋ジストロフィー治療のエビデンス構築に関する臨床研究班

筋ジストロフィーの歯科学的問題に関するワークショップ

プログラム
日時：2007年3月3日(土)
13:30～17:00

病棟見学会：


11:00～12:30

会場：独立行政法人国立病院機構刀根山病院第1会議室


〒560-8552 大阪府豊中市刀根山5-1-1


TEL: 06-6853-2001, FAX: 06-6853-3127


URL: http://www.hosp.go.jp/~toneyama/
病棟見学会は筋ジストロフィー病棟(わかば病棟)にて行います

交通アクセス：大阪モノレール蛍池駅・阪急宝塚線蛍池駅より徒歩8分

演題

１．筋ジストロフィーの臨床現場における歯科学的問題





松村　剛
国立病院機構刀根山病院神経内科

２．筋ジストロフィーの顎・顔面領域の形態と機能について
　
佐々木俊明  
国立病院機構西多賀病院 歯科

３．筋ジストロフィーの咀嚼機能障害



梅本丈二
福岡大学医学部歯科口腔外科
４．筋ジストロフィーにおける口腔ケアの問題点


　
中村広一　
国立精神・神経センター武蔵病院歯科

５．筋ジストロフィーの口腔構造から考えられる機能維持を目指した口腔ケア
　


舘村　卓 
大阪大学歯学部付属病院顎口腔機能治療部

６．筋ジストロフィーの歯列異常による咀嚼障害に対する咬合床治療



有田憲司
徳島大学ヘルスバイオサイエンス研究部　　
筋ジストロフィー治療のエビデンス構築に関する臨床研究班

「筋ジストロフィーの歯科学的問題に関する

ワークショップ」のご案内
　筋ジストロフィーにおいては、多様な歯科学的問題が見られます。歯列の異常や巨舌・高口蓋などの解剖学的問題だけでなく、咀嚼・嚥下・発声、開口障害・顎関節拘縮などの機能的問題、口腔ケア困難で齲歯や歯石・歯周病などの口腔衛生学的問題、心肺不全・嚥下機能障害合併による治療上の問題、開咬による非侵襲的呼吸管理でのエアリークの問題などなど。歯科学的問題が筋ジストロフィーの患者に及ぼす影響は、QOLのみならず生命予後の面からも無視できないものがあると考えます。

　しかし、日常患者様に接している私達医療関係者のこの問題への関心は必ずしも高くなく、また適切な対応を行うための知識や技術に乏しいのが現実です。この問題については、医療関係者と歯科関係者がコミュニケーションする機会を持って、私達の知識・技術を高めること、できるだけ多くの歯科関係者に問題意識を持っていただくことが必要と感じています。

　このような目的のため、このたび筋ジストロフィー治療のエビデンス構築に関する臨床研究班(川井班)では筋ジストロフィーの歯科学的問題に関するワークショップを計画いたしました。全ての問題を網羅することはできませんが、医療関係者・歯科関係者の皆様にお集まりいただいて、実りある討議ができればと考えています。歯科の先生方に、臨床の現場や食事介助の実態を御覧頂く機会を設けることも有意義かと考え病棟見学会も企画しました。御多忙の折とは存じますが、多数の御参加をお待ちしております。なお、常勤の歯科医の居られない施設では、普段診療を依頼されている施設にも御案内を頂けましたら幸いに存じます。

　会場の準備の都合上、参加希望の方はメールにて下記のアドレスまで御一報いただけましたら幸いです。病棟見学会については、場所柄事前登録者のみとさせていただき、希望者数によっては制限させていただくことがあるかもしれませんが悪しからず御了承下さい。なお、当院内には一応売店・食堂がありますが、当院周辺には飲食店はあまり多くありません。御弁当(実費)を御希望の方は御用意させていただきますので参加申し込みの際にその旨お知らせいただけると助かります。

国立病院機構東埼玉病院　川井　充

国立病院機構刀根山病院　松村　剛

E-mail: PMDent@pmdrinsho.jp

筋ジストロフィーの歯科学的問題に関するワークショップ

参加申し込み票

御施設名：


御参加希望者：

	御芳名
	職種
	ワークショップ
	病棟見学会
	弁当
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御連絡先：





　

　申込先：国立病院機構刀根山病院　松村　剛

E-mail: PMDent@pmdrinsho.jp

